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ヒト塩基性線維芽細胞増殖因子を用いた抜歯を契機に発症するピスフォスフォネート
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論文審査の要旨

現在ビスフオスフォネー(BP) 製剤や抗 RANKL 抗体投与患者において、副作用による

顎骨壊死 (BP 関連顎骨壊死 :BRONJ) の発生が非常に大きな社会問題となっている。本

疾患の発生頻度は決して高くはないが、発症すると非常に難治性であり、患者にとって

も大きな負担となる。骨粗緊症は超高齢社会において擢患率の上昇が容易に推察され、

したがって BRONJ の発症も増加すると考えられる。発症の起点の多くは口腔内の外科

的治療により発症するため、本症の予防を考えることは、超高齢社会において喫緊の問

題である。

本研究では、塩基性線維芽細胞増殖因子(bFGF) を包埋したゼラチンハイ ドロゲ、ルを

作製し、ラットの顎骨壊死 (BRON J) 動物モデ、ルを用いて研究を行ったところ、ゼラチ

ンゲルからのbFGF の徐放により、抜歯後の顎骨壊死は有意に抑制された。本法によっ

て顎骨壊死発症が予防できることを明確に示しており、今後の臨床応用に向けた非常に

大きな成果で、実用化に有意義な結果である。

本研究結果は、今後の顎骨における BRONJ の発症機序と予防法の開発において非常

に有用であると考え、博士の学位に値するものであると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文と ともに口腔・ 顎顔面機能制御医学の

進歩に寄与するところが大きいと認める。
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